
令和５年度　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 学力向上検討委員会構成 
  

 ○主体的・対話的に学習に取り組む意欲を育てる指導の充実 学力向上推進員 委員　 　 校長：嶋田　 聡　  教頭：湯浅美代  校長　 　 嶋田　 　 聡 
   　 　 教務主任：榎並理子　  １学年主任：吉住隆文  
 ○効果的な ICT の活用を通した授業の充実 榎並　 理子 　 　 ２学年主任：斎藤雅紀　 ３学年主任：井藤広章                           

 【小中連携または中高連携における共通の取組】 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【各校における実行プランの取組状況の把握について】 
   

  「主体的・対話的で深い学び」を育む授業づくり－効果的な ICT の活用を通して－  校内や小中連携による授業参観や研究授業の実施など，様々な機会を捉え，取り組み状況の把握を行う。  

 ◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進    
（１）知識・技能の習得                                                                                                                                                                                               

 
児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項  

 
〇各教科の基礎的・基本的な知識・技 ・授業の振り返りや家庭学習による復習 ・各教科でタブレットのドリルや小テストで ・朝の学習や各教科において，タブレッ ・各生徒の学習課題や状況を把握し
能を身につける課題に意欲的に取り組 を通して基礎的・基本的な知識・技能を 反復学習を行う。 トでドリルや課題に取り組み，およそ７０ たタブレットを用いて，ミライシードの
めている生徒が多い。 身に付けることができる。 ・朝の読書で，小説だけでなく，新聞を読ん ％の生徒が基礎的・基本的な知識・技 活用に一層取り組む。 
●複数の基礎的な知識や内容を関連 ・習得した知識・技能を他の学習や課題 で様々な情報を収集し，他教科や総合的な 能を身につけることができた。 ・題材や ICT 機器を使った指導方法
させた文章を正確に読み取ったり，関 でも関連づけたり，まとめたりすることが 学習の時間で課題をまとめる活動を取り入 ・新聞やインターネットなどの資料から の面などで教科間の連携を図った学
連づけたりすることに課題がある。 できる。 れる。 様々な情報を収集し，まとめて発表す 習活動に取り組む。

ることができた。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成 
 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項  
 

〇学習課題について，相手に伝わるよ ・身につけた基礎的な学習内容を生かし ・学習活動全体の中で，自分の考えを表現 ・各教科でタブレットの Metamoji 等を使 ・ ICT をツールとして利用し，相互に  
うに工夫して自分の考えをまとめて発 て，「なぜ」「～だから」という根拠を示し する機会を設け，その際， ICT 機器を利用 用して，根拠を明らかにして，自分の考 意見を出し合い，考えを深められる  
表することができる。 ながら自分の考えを表現することができ した学習活動を計画する。 えをまとめ，話したり，書いたりするな 場を増やす。  
●根拠を明らかにして，筋道を立てて る。 ・「国語力向上タスクフォースによる提案か ど，自分の考えを表現することができ ・生徒自身の思考の変容が見られる  
自分の考えを表現するすることに課題 ら」にある授業の工夫，発問の工夫を各教 た。 ワークシートの開発や改善に取り組  
がある。 科で取り入れる。 む。  

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成 
 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項  
  

〇学習した内容についてテスト前に復 ・自分の学習課題に目標をもって， ICT ・単元ごとに目標が達成できたかどうか振 ・各教科で振り返りシートや単元ごとの ・今までの取り組みを継続させ，主体  
習を中心にまじめに取り組むことができ 機器を効果的に使いながら，粘り強く取 り返らせ，学習の見通しを持たせる。 小テスト，資格取得に取り組み，自己の 的・意欲的に各教科の学習に取り組  
る。 り組むことができる。  達成度を確認することができた。 む態度を育てる。  

    ・自分の課題に対して，積極的に計画 ・継続して学習に取り組むことが困難
●自らの課題を見つけ，それについて ・自分の学習の状況を振り返り，学習の ・テスト前だけでなく，日頃から生徒の実態 を立てて取り組んだり，質問して解決を な生徒には，ミライシードを利用し，  
予習をしたり，目標に向かって主体的・ 方法や時間を工夫して，家庭学習に取り に応じた効果的な学習の方法や内容を， 図ることができたりする生徒がいる一 各単元の課題や目標に対する達成  
計画的に学習したりすることに課題が 組むことができる。 学習活動全体で指導する。 方， 継続して取り組むことが困難な生 度を見える化し，学習状況を把握で  
ある。 徒もいた。 きるようにする。  
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全国学力調査 4/19実施

ステップアップ 4/19実施

北井上中学校

「学力向上実行プラン」

家庭学習の習慣化 家庭学習の充実化 家庭学習の確立化

学校力向上拠点校事業
全国学力調査・ステップア
ップテスト結果の共有

学校力向上拠点校事業
小・中授業づくり交流会②

学校力向上拠点校事業
小学校の公開授業参観

学校力向上拠点校事業
授業参観ウィーク

学校力向上拠点校事業
研修会学校力向上拠点校事業

学力向上プラン作成検討会

学校力向上拠点校事業
小・中授業づくり交流会①


